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要約 

アセクシュアル（Asexual）は「性的惹かれを経験しない人」として定義されることが多い，性的指向の１

つである。近年，研究者の間でアセクシュアル・アイデンティティに対する関心が高まっている。本研究は

アセクシュアル・アイデンティティ研究における知見のマッピングとギャップの特定を目的として，海外の

文献（レビュー1：34 文献）と日本の文献（レビュー2：1 文献）のスコーピングレビューを実施した。レビ

ューの結果，得られた知見を 4 つのテーマ（アセクシュアル・アイデンティティの①特徴，②機能，③発達，

④自認している人の特徴）に分類した。レビュー1 では，アセクシュアル・アイデンティティの機能，恋愛

的指向，メンタルヘルス，複数のアイデンティティの交差性に関してさらなる研究の必要性が見出された。

レビュー2 では，日本のアセクシュアル研究は初期段階にあることが確認された。 
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I はじめに 

1．アセクシュアルとは 

近年，性的マイノリティに対する社会的関心が

高まっているが，レズビアン，ゲイ，バイセクシ

ュアル，トランスジェンダー（以下，LGBT）以

外の認知度は未だに低く，社会において不可視化

されやすい。その1つにアセクシュアル

（Asexual）がある。 

 アセクシュアルの定義は研究者によって様々で

あるが，世界最大のアセクシュアル・コミュニテ

ィであるAsexual Visibility and Education 

Network（以下，AVEN）のウェブサイト

（2022年8月18日最終アクセス）では「a 

person who does not experience sexual 

attraction（性的惹かれを経験しない人）」とさ

れている。また，American Psychological 

Association（2021）のガイドラインには「a 

sexual minority orientation that refers to 

individuals who do not experience sexual 

attraction or desire.（性的惹かれや欲求を経験し

ない個人を指す性的マイノリティの指向）」と記

されており，性的指向の1つとして概念化されて

いる。 

 アセクシュアルについて考える際に言及すべき

重要な概念としてアロマンティック

（Aromantic）がある。AVENのウェブサイト

によると「恋愛的に惹かれない，または恋愛的関

係を望まない」という意味で，恋愛的指向の1つ

とされている。 

アセクシュアル・コミュニティでは，恋愛的指

向と性的指向を分けて捉えるスプリット・アトラ

クション・モデル（Split Attraction Model）と
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いう考え方がしばしば用いられており，他者に恋

愛的に惹かれないアセクシュアルのことを「アロ

マンティック・アセクシュアル」，他者に恋愛的

に惹かれるアセクシュアルのことを「ロマンティ

ック・アセクシュアル」と呼ぶ傾向がある

（AVEN；三宅他，2021）。 

一方で，日本には独自の区分が存在する。三宅

他（2021）と吉岡（2019）が言及しているよう

に，日本ではアセクシュアルを「アロマンティッ

ク・アセクシュアル」に近い意味で使用し，「ノ

ンセクシュアル」という言葉を「ロマンティッ

ク・アセクシュアル」に近い意味で使用すること

があり，このような独自の区分と海外の区分が混

在している。本論文では，海外の区分を採用する

こととする。 

 

2．アセクシュアル研究の歴史 

アセクシュアルは Kinsey et al.（1948）以来，

研究において散見されるようになった。そして，

イギリスの大規模サンプルにおいて約 1％が他者

に性的惹かれを感じないという Bogaert（2004）

の報告を皮切りに，本格的に注目されるようにな

った（Yule et al.，2015）。 

日本におけるアセクシュアル研究は初期段階に

あり（吉岡，2019），実証研究は極めて少ない。 

今後のアセクシュアル研究の発展のためには，

海外と日本における研究の現状を把握して整理す

る必要がある。 

 

3．アセクシュアル・アイデンティティ 

アセクシュアルにおける重要な要素としてアイ

デンティティがある。ある個人がアセクシュアル

の定義に当てはまる性質をもっていたとしても，

それを自認するかどうかは別の問題である。 

三宅他（2021）はアセクシュアル概念の意味内

容だけでなく，アセクシュアルというアイデンテ

ィティが持つ機能について検討する必要性を示し

ていた。また，Morgan（2013）は，近年の研究に

おいてアセクシュアル・アイデンティティの発達

過程に関心が高まっていることを述べていた。 

 

4．本研究の目的・意義 

本研究の目的は，国内外におけるアセクシュア

ル・アイデンティティ研究の知見を系統的にマッ

ピングし，知見のギャップ（研究がされていない，

または不足している領域）を特定することである。 

本研究はアセクシュアル研究の発展に寄与する

という点で意義がある。また，臨床場面における

アセクシュアルの理解や，社会に向けたアセクシ

ュアルの可視化に貢献し得ると考えられる。 

 

5．研究疑問 

本研究における研究疑問は「アセクシュアル・

アイデンティティについて，得られている知見は

何か？」である。 

研究疑問を作成する際，PCC（Patient，Concept，

Context）のフレームワーク（友利他，2020）を活

用し，Patient：アセクシュアルを自認している人，

Concept：アセクシュアル・アイデンティティ，

Context：指定なし（レビュー1），日本（レビュ

ー2）とした。 

 

Ⅱ 方法 

海外（レビュー1）と日本（レビュー2）におけ

るアセクシュアル・アイデンティティ研究のスコ

ーピングレビューを実施した。 

レビュー1 は国や場所を指定せずに英語のキー

ワードで検索し，レビュー2 は日本の研究機関を

指定し，日本語のキーワードで検索した。 

1．ガイドライン 

スコーピングレビューの実施にあたり，沖田他

（2021）と友利他（2020）のガイドラインを参照

した。 

 

2．検索方法 

1）レビュー1 
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検索のデータベースはPubMedとScopusを用

いた。最終的な検索式は「“asexual identity” OR 

“asexuality identification” 」とした。最終検索

日は 2022 年 8 月 18 日（PubMed），8 月 31 日

（Scopus）であった。 

検索の流れとして，沖田他（2021）が推奨して

いる3段階の検索方法を採用した。まず「“asexual 

identity”」で検索を行い（データベース検索），

検索された論文のタイトルと抄録，および論文に

記述されたキーワードの分析を行った結果，

「“asexuality identification”」を含めて２回目

の検索を実施した（キーワード分析）。その後，

本文を参照した際の引用文献を基に追加の情報源

を検索した（引用文献の調査）。 

2）レビュー2 

検索のデータベースは医中誌と CiNii を用いた。

最終的な検索式は「（アセクシュアル OR アセク

シャル OR A セクシュアル OR A セクシャル 

OR エイセクシュアル OR エイセクシャル OR 

ノンセクシュアル OR ノンセクシャル OR 

Asexual OR Asexuality）&（アイデンティティ 

OR 自認）」とした。最終検索日は 2022 年 8 月

18 日であった。 

検索の流れはレビュー1と同様，沖田他（2021）

が推奨している 3 段階の検索方法を用いた。まず

「アセクシュアル＆アイデンティティ」で検索を

行った。キーワード分析を行った結果，アセクシ

ュアルを表す多様な日本語表記と「自認」という

キーワードを含めて２回目の検索を実施した。そ

の後，本文を参照した際の引用文献を基に追加の

情報源を検索した。 

 

3．選択方法 

初期の文献選択は筆頭著者と第二著者で独立し

て実施した。意見の相違に関して協議を行った結

果，包含基準の追加を決定し，その後は新たな基

準に則って筆頭著者が選択した文献を第二著者が

確認して協議するという流れを採用した。 

1）レビュー1 

包含基準は，⑴「人間の性的指向としてのアセ

クシュアル・アイデンティティに関する実証研究」，

⑵「2022年7月までに公刊された査読付き論文」，

⑶「英語の論文」とした。また，除外基準は「人間

以外の生物や細胞の生殖に関する研究」とした。 

文献選択のフローチャートは友利他（2020）に

基づいて作成した（図１）。 

 

図１ フローチャート（レビュー1） 

2）レビュー2 

包含基準の⑴と⑵はレビュー1 と同様とし，⑶

を「日本の機関で行われた研究」とした。除外基

準もレビュー1と同様とした。 

文献選択については，データベース検索より特

定された文献レコード 5 本（引用文献を基に追加

された文献は 0 本）から，「実証研究ではない」

という理由で4本を除外した結果， 採用された文

献は1本となった。 
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4．データ抽出 

筆頭著者が抽出した結果を第二著者が確認して

協議するという流れを採用した。具体的には，⑴

「著者」，⑵「発行年」，⑶「国，地域」，⑷「目

的」，⑸「対象，サンプルサイズ」，⑹「方法」，

⑺「研究疑問に応じた主要な発見」，⑻「研究に

おけるアセクシュアルの定義」を抽出した。 

 

Ⅲ 結果 

文献要約表（レビュー1：表 1，レビュー2：表

2）を巻末に掲載した。著者情報，研究におけるア

セクシュアルの定義，研究デザイン，対象，調査

内容，主要な発見を記し，発行年順に並べた。 

アセクシュアルの定義は以下の 3 つに分類して

記した。Ⅰ「性的惹かれの欠如（ない，程度が低

い，経験しない）」，Ⅱ「性的欲求の欠如（ない，

程度が低い，経験しない）」，Ⅲ「性行為に対する

関心の欠如（ない，程度が低い）」である。 

主要な発見は 4 つのテーマ（アセクシュアル・

アイデンティティの①特徴，②機能，③発達，④

自認している人の特徴）に分類して記した。 

 

1．レビュー1 

レビュー対象となった 34 文献の研究デザイン

は質的研究（18本），横断研究（12本），コホー

ト研究（1本），混合研究（3本）で，刊行年は2007

年〜2022年であった。 

国はアメリカ（17 本），イギリス（4本），カ

ナダ（3本），アイルランド（3本），ニュージー

ランド（2本），中国（2本），ベルギー（1本），

ポルトガル（1本），スコットランド（1本）の9

ヵ国であった。日本の研究はデータベース検索の

段階から見受けられなかった。 

アセクシュアルの定義としては全文献の65%が

AVEN の定義と一致するⅠ「性的惹かれの欠如」

を採用していた。参加者の募集先としては，全文

献（募集先不明の2文献を除く）の69％がAVEN

を含んでおり，28％が AVEN のみを利用してい

た。また，量的研究（横断・コホート・混合研究）

の 25％が，アセクシュアルの特性を測る Yule et 

al.（2015）のAsexuality Identification Scale（AIS）

を使用していた。  

以下では，文献要約表に即して 4 つの主要な発

見（アセクシュアル・アイデンティティの①特徴，

②機能，③発達，④自認している人の特徴）を整

理していく。 

1）アセクシュアル・アイデンティティの特徴 

アセクシュアル・アイデンティティの主要な特

徴として「性的惹かれ」の特性を示した文献もあ

れば（Su et al.，2022），「性的欲求」の特性を

示した文献もあった（Prause et al.，2007）。 

コホート研究ではアセクシュアル・アイデンテ

ィティの経時的な安定性が示されており（Su et 

al.，2022），他の文献においてもアセクシュアル

を有効な性的指向とみなす考え方が支持されてい

た（Mandigo et al.，2022；Su et al.，2022）。 

次に，多くの文献でアセクシュアル・アイデン

ティティの多様性が示されていた。アセクシュア

ル内の様々なカテゴリーとスペクトラムの存在を

示した文献や（Dawson et al.， 2016；Dawson et 

al.，2018；MacNeela et al.，2015；Su et al.，2022；

Zheng et al.，2018），アセクシュアルと恋愛的指

向との組み合わせに注目する必要性を示した文献

が存在した（Carvalho et al.，2022；Scherrer，

2008；Van Houdenhove et al.，2015）。 

最後に，アセクシュアル・アイデンティティの

カミングアウトに関する研究も散見された。カミ

ングアウトに対する他者からの否定的・拒絶的反

応の経験が明らかとなり（Robbins et al.，2016；

Van Houdenhove et al.，2015），アセクシュアル

に対するスティグマの存在が示唆された。他者に

対する性的惹かれや性的欲求が“ないこと”を周

囲に説明すること，理解されることの難しさも特

徴として浮かび上がった（Dawson et al.，2018；

Robbins et al.，2016）。 

2）アセクシュアル・アイデンティティの機能 
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アセクシュアル・アイデンティティの獲得によ

る自己明確化の達成を示した文献や（Carrigan, 

2011），アセクシュアルの発見または自認による

安堵感や自己受容，自尊心への良い影響を示す文

献が存在した（Kelleher et al.，2022a；Mandigo 

et al.，2022；Scott et al.，2016）。 

Scott et al.（2016）の調査では，アセクシュア

ルを自認している人の中で，アセクシュアルを自

分のアイデンティティにおける重要な要素として

捉える人と，そうでない人が存在することがわか

った。 

Ronis et al.（2021）の結果からは，「AISスコ

アがカットオフを上回っていてもアセクシュアル

を自認していない人々」の存在が明らかとなった。 

3）アセクシュアル・アイデンティティの発達 

アセクシュアル・アイデンティティの発達段階

を示す文献が複数見受けられた。多くの文献が，

初期の段階として「周囲との差異の感覚」を示し

ていた（Brotto et al., 2010；Carrigan, 2011；

Kelleher et al., 2022a；Kelleher et al., 2022b；

Mandigo et al.，2022；Robbins et al., 2016；Van 

Houdenhove et al., 2015）。また，いくつかの文

献は中期の段階として「自分自身の探索」や「自

問自答」を示し（Carrigan, 2011；Mitchell et al.，

2019；Scott et al.，2016；Van Houdenhove et al., 

2015），後期の段階として「発見」や「自己明確

化」を示していた（Carrigan, 2011；Kelleher et 

al., 2022b；Mandigo et al.，2022）。 

加えて，アセクシュアル・アイデンティティの

形成過程で経験することとして，LGBやパンセク

シュアル（全ての性を対象とする，あるいは性に

関係なく惹かれる性的指向）等，別の性的指向の

可能性を探る傾向や（Kelleher et al., 2022a；Van 

Houdenhove et al., 2015；Winer et al.，2022），

性行為を試みることで特性を自覚または確認する

傾向（Kelleher et al., 2022a；Mitchell et al.，2019）

が示されていた。 

形成過程におけるアセクシュアル・コミュニテ

ィの影響についても示唆が得られた。複数の文献

が，AVENに代表されるインターネット上のコミ

ュニティがアセクシュアルの発見やアイデンティ

ティの達成に寄与することを示していた

（Carrigan，2011；Dawson et al., 2018；Foster 

et al., 2014；Kelleher et al.，2022a; Kelleher et 

al.，2022b; Mitchell et al.，2019；Scott et al.，

2016；Van Houdenhove et al., 2015）。 

また，形成過程の世代間差異についても示唆が

得られた。MacNeela et al.（2015）の調査におけ

る高齢の参加者は，インターネットが普及してい

なかった時代にアセクシュアルを理解する機会が

なかったことを振り返って述べていた。Dawson 

et al.（2018）は，AVEN 等のコミュニティができ

る前のアセクシュアルの人々はアセクシュアルを

認知しておらず，別のアイデンティティを確立し

ていた可能性があると述べていた。 

最後に，アセクシュアル・アイデンティティと

個人の別のアイデンティティ（性自認，人種等）

の相互作用について検討する必要性が見出された

（Foster et al.，2019）。 

4）アセクシュアルを自認している人の特徴 

人口統計学的情報として，女性の割合が高く

（Greaves et al.，2017；Robbins et al.，2016），

シスジェンダー（性自認と出生時の性が一致して

いる人）の割合が低いことが示唆された（Greaves 

et al.，2017）。 

また，複数の知見より，アセクシュアルの人々

の性的興奮や性的欲求に関する示唆が得られた。

具体的には，アセクシュアルの多くの人々がマス

ターベーションを経験しており（Brotto et al., 

2010；Prause et al., 2007），身体的な性的興奮の

能力を明らかにしていた（Mandigo et al.，2022；

Van Houdenhove et al.，2015）。そして，アセク

シュアルの人々の性的欲求として，他者との性行

為に対する関心は低いが，自分 1 人の性行為（マ

スターベーション等）に対する関心は通常のレベ

ルと大きな差がなく存在していることが示されて
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いた（Prause et al.，2007；Su et al.，2022；Zheng 

et al.，2018）。このように，アセクシュアルの人々

は性的興奮や性的欲求を経験し得るが，それが他

者に対して向かないということが重要な要素とし

て浮かび上がった。 

関連して，性行為に対する態度は多様であるこ

とが示唆された。具体的には，ポジティブに捉え

る人，関心がない人，不快感・嫌悪感を覚える人

の存在が示されていた（Bulmer et al.，2018；

Carrigan，2011；Van Houdenhove et al.，2015）。 

次に，メンタルヘルスに関する知見も複数見受

けられた。Yule et al.（2013）は，アセクシュアル

の人々の自殺傾向が高いことや，アセクシュアル

がメンタルヘルスや対人関係の問題と関連する可

能性を示していた。加えて，PTSD や性的トラウ

マを報告する可能性が高いことも示されていた

（Parent et al.，2018）。一方で，Greaves et al.

（2017）は，アセクシュアルであることが精神的・

身体的健康に悪影響を及ぼすことは認められない

という結果を示していた。 

同じく臨床面の示唆として，アセクシュアルの

人々は医療機関において理解されない，あるいは

障害と見なされることが多く（Flanagan et al.，

2020；Scherrer，2008），アセクシュアル・アイ

デンティティを医療従事者に開示しない傾向があ

るという報告があった（Flanagan et al.，2020；

Rothblum et al. ，2020）。 

最後に，他の性的マイノリティとの関係性につ

いて示唆が得られた。アセクシュアルの人々はセ

クシュアル・アイデンティティで特定される集団

（LGB等）に対して否定的態度を示す一方で，ジ

ェンダーやクィア・アイデンティティで特定され

る集団（トランスジェンダー，ノンバイナリー等）

に対しては否定的態度を示さないという結果が報

告されていた（Worthen et al.，2021）。アセクシ

ュアルを歓迎しない LGBT グループが多いとい

う報告もあった（Dawson et al.，2018）。また，

アセクシュアルの人々の間で，性的マイノリティ

の総称であるLGBTQに対する帰属意識は様々で

あることが明らかとなっていた（Mollet et al.，

2018）。このように，LGBTQコミュニティとの

複雑な関係性が浮かび上がった。 

 

2．レビュー2 

レビュー対象となった文献は 1 本のみであり，

日本のアセクシュアル研究は初期段階にあること

が再確認された。得られた知見を以下に示す。 

1）アセクシュアル・アイデンティティの特徴 

日本でアセクシュアルの認知度は低く，性的話

題は忌避される傾向があり，当事者自らが積極的

に行動しなければアセクシュアルという用語や他

の当事者に辿り着くことは困難であることが示さ

れていた（吉岡，2019）。 

2）アセクシュアル・アイデンティティの発達 

自覚のプロセスとして，交際等の経験を通じて

周囲とのギャップを認識する（第一段階），アセ

クシュアルという用語を知る，当事者の存在を知

る（第二段階）という段階が浮かび上がった。ア

セクシュアルの自覚と自己受容は同時になされる

可能性が示されていた（吉岡，2019）。 

 

Ⅳ 考察 

1．レビュー1 

1）ギャップの特定・今後の研究への示唆 

結果より，主に4つのギャップが特定された。 

第 1 に，主要な発見の１つである「アセクシュ

アル・アイデンティティの機能」についてさらな

る研究の必要性が見出された。レビューの結果と

して，アセクシュアルが個人のアイデンティティ

における重要な要素になる場合とならない場合が

示されたが，両者の違いに関する示唆は得られて

いない。さらに，「アセクシュアルの性質を持っ

ていて，自認していない人々」の存在が明らかと

なったが，彼らが自認していない理由や自認して

いる人々との相違に関する研究は不足している。

アセクシュアルを自認することは個人にとってど
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のような意味を持つのか，さらなる検討が必要で

ある。 

第 2 に，恋愛的指向に関する研究の必要性が見

出された。レビューの結果として，アセクシュア

ル・アイデンティティにおける恋愛的指向の重要

性が確認されたが，恋愛的指向とアセクシュアル

の組み合わせによるアイデンティティ形成過程の

相違や，恋愛的指向がアセクシュアル・アイデン

ティティに与える影響等の知見は得られていない。

アセクシュアル・コミュニティにおいてスプリッ

ト・アトラクション・モデルが重視されているこ

とを考慮すると，恋愛的指向に関する研究の発展

が望まれる。 

第 3 に，臨床心理学の観点から考えると，アセ

クシュアルを自認している人々のメンタルヘルス

についてさらなる研究が必要である。レビューの

結果として，メンタルヘルスの問題を指摘する知

見とそうでない知見が得られており，詳細に検討

する必要性が見出された。また，アセクシュアル

を自認している人々の中でメンタルヘルスが良好

な人とそうでない人を比較し，メンタルヘルスに

悪影響を及ぼす要因を探る必要があると考えられ

る。臨床心理学的視点から研究を発展させること

で，アセクシュアルを自認しているクライエント

の理解や支援に繋がることを期待する。 

第 4 に，アセクシュアルと他のアイデンティテ

ィの相互作用や交差性についても研究の余地があ

る。個人のアイデンティティを考える際は 1 つの

要素に基づいて想定するのではなく，複数のアイ

デンティティが交差することの役割を認識する必

要性がある（Dawson et al., 2018）。Foster et al.，

（2019）が示していたように，アセクシュアル・

アイデンティティと別のアイデンティティ（性自

認，人種等）が組み合わさることで生じる影響に

ついて研究を重ねる必要があると考えられる。 

最後に，研究法の課題として AVEN バイアス

（Dawson et al., 2016）を指摘する。本レビュー

で採用した文献の 69％が参加者を AVEN から募

集しており，サンプリングに偏りがあると考えら

れる。Guz et al.（2022）が指摘しているように，

AVENを中心としたサンプリング手法は，ネット

ワークに繋がっていないアセクシュアルの人々を

排除している可能性がある。今後は確率的サンプ

リングによる調査の実施も望まれる。 

2）定義への示唆 

本論文はアセクシュアルの定義を 3 つに分類し

たが，今後の指針としてどの定義を採用するのが

適切なのだろうか。 

まず，レビューの結果として性的惹かれと性的

欲求が重要な要素として浮かび上がったため，ど

ちらかを含む定義が好ましいと考えられる。 

次に，「アセクシュアルを自認している人の特

徴」にて示した知見より，性的欲求という概念は

他者との性行為に対する欲求だけでなく，マスタ

ーベーション等の 1 人での性行為に対する欲求も

包含していることが推測される。一方で，性的惹

かれという概念を 1 人での性行為に対して使用し

ている文献は見受けられなかった。 

アセクシュアルの人々は性的欲求を経験し得る

が，それが他者に向かないという特徴を考慮する

と，アセクシュアルの定義としては「性的惹かれ

の欠如（ない，程度が低い，経験しない）」または

「“他者に対する”性的欲求の欠如（ない，程度

が低い，経験しない）」を用いることが適切であ

ると考えられる。 

 

2．レビュー2 

1）ギャップの特定・今後の研究への示唆 

日本のアセクシュアル・アイデンティティ研究

は極めて少ないことが明らかとなった。ギャップ

は大きすぎるが故に特定が難しいが，今後の研究

の方向性として，レビュー1 の 4 つのテーマ（ア

セクシュアル・アイデンティティの①特徴，②機

能，③発達，④自認している人の特徴）に関する

知見を積み重ねていくことが第一歩であると考え

られる。海外の知見と比較することで，文化圏を
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越えて類似しているアセクシュアル・アイデンテ

ィティの共通性や，日本のアセクシュアル・アイ

デンティティの独自性を探ることも有用であると

考えられる。 

2）定義への示唆 

AVEN に類する規模のコミュニティが存在し

ない日本において定義の共通認識を得るために，

また，海外の研究との比較で日本の研究を発展さ

せるために，日本の研究者は英語の定義や区分に

準拠してアセクシュアルの定義を適切に示すこと

が重要であると考えられる。 

 

3．限界 

本論文の限界として，第１に検索範囲が挙げら

れる。本レビューはデータベース検索のワードに

アイデンティティの要素を含むという制限がある

ため，検索から外れた文献におけるアセクシュア

ル・アイデンティティの知見を取りこぼしている

可能性がある。 

第 2 に，選択範囲が挙げられる。査読付き論文

の知見のみをマッピングしたため，灰色文献の知

見を含んでいない。 

以上の点は，今後の課題である。 
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表1 文献要約表（レビュー1） 

 

著者情報

アセ
ク
シュ
アル
の定
義

研究
デザイン

対象，調査内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　主要な発見
　　　　　　　　　　　①アセクシュアル・アイデンティティの特徴
　　　　　　　　　　　②アセクシュアル・アイデンティティの機能
　　　　　　　　　　　③アセクシュアル・アイデンティティの発達
　　　　　　　　　　　④アセクシュアルを自認している人の特徴

Prause and
Graham(2007)
アメリカ

複数
の定
義を
紹介

質的研究
＋

横断研究

〈研究1〉アセクシュアル自認
(N=4)，性発達とアセクシュア
ルの経験等
〈研究2〉便宜的サンプル
(N=1146;n=41アセクシュアル
自認)，性的経験/欲求等

① 性的欲求の低さがアセクシュアル・アイデンティティを予測する主要な特徴であることが示さ
れた。面接による4つのテーマ：⑴性行為の経験，どの行動を性的と認識するか，⑵アセクシュア
ルの定義の試み，⑶性的行動への動機づけの欠如，⑷他者と異なることへの懸念/④ パートナーと
のセックスへの欲求，性的興奮が低かった。自慰行為の欲求は非アセクシュアルと差がなかった。

Scherrer(2008)
アメリカ

明記
なし

質的研究
アセクシュアル自認(N=102)，
人口統計・アイデンティティ・
健康等

① 3テーマ：⑴性的なことの意味，⑵本質的なアセクシュアル，⑶ロマンティックな次元/③ アイ
デンティティ形成過程におけるアセクシュアルとLGBの類似点：⑴医療機関との複雑な関連性，⑵
インターネット上でのコミュニティ形成，⑶セクシュアリティを生物学的・生得的と捉える傾向

Brotto et al.
(2010)
カナダ

明記
なし

横断研究
＋

質的研究

〈研究1〉アセクシュアル自認
(N=187)，性行動・精神病理・
対人機能等
〈研究2〉研究1の参加者
(N=15)，セクシュアリティ・
性的欲求・経験等

① 10のテーマ：定義，違和感，ロマンティックとアセクシュアルの関係の区別，アセクシュアル
は他の障害を装ったものではない，シゾイドパーソナリティとの重なり，自慰行為の動機，専門用
語，人間関係における境界線の交渉，宗教，教育や汚名返上(Destigmatize)の必要性/④ 標準
データより性的反応は低いが，90％は性的苦痛を否定した。性交頻度は低いが，男性の80％，女性
の77％が自慰行為の経験あり。人格下位尺度の中で社会的引きこもりが最も高く，対人機能は正常
範囲。12%がアレキシサイミアにおいて臨床カットオフで高値。

Carrigan
(2011)
イギリス

明記
なし

質的研究
アセクシュアル自認，アイデン
ティティと生活体験

① アセクシュアル・アイデンティティにはロマンティックな次元があり，ロマンティック・アセ
クシュアルの中でも恋愛感情が性別に起因する人と，性別が関係ない人がいた(多様性)。セックス
に対する態度としては⑴セックスポジティブな人，⑵セックスニュートラルな人，⑶アンチセック
ス・セックス回避型の人が存在した。/③ 共通の軌跡：個人の差異，自問自答，病的な思い込み，
自己明確化，共同体としてのアイデンティティ

Yule et al.
(2013)
カナダ

Ⅰ 横断研究

アセクシュアル・非異性愛者・
異性愛者の白人(N=806;n=282
アセクシュアル自認)，身体/
精神的健康・対人機能等

④ 異性愛者よりも自殺傾向が高かった。他の指標においても，精神的健康や対人関係の問題にお
ける有病率の高さとアセクシュアルが関連する可能性が示された。

Foster and
Scherrer
(2014)
アメリカ

Ⅰ 質的研究

アセクシュアル自認(N=86)，
医療従事者との交流におけるア
セクシュアル・アイデンティ
ティの重要性等

③ 多くの参加者にとって，AVENのようなオンラインコミュニティがポジティブな感覚，自己理
解，自己受容に貢献した。/④ アセクシュアルのケアに関する3テーマ：健康としてのアセクシュ
アル，アセクシュアルに対する医療従事者のバイアスの予想，医療従事者との肯定的な経験

MacNeela and
Murphy
(2015)
アイルランド

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認(N=66)，
人口統計学的情報・性自認・コ
ミュニティ等

① アセクシュアル・アイデンティティの多様性と複雑性が明らかとなった。/③ 高齢の参加者
は，アセクシュアル理解のための情報が昔は欠如していたことを示した。/①④ インターネットコ
ミュニティでの開示とアイデンティティ探索によって社会における不可視性や異性愛規範に立ち向
かう傾向がある。

Van Houdenhove et
al.(2015)
ベルギー

複数
の定
義を
紹介

質的研究
アセクシュアル自認(N=9)，自
覚の経験/カミングアウト等

① ロマンティック・アセクシュアルとアロマティック・アセクシュアルはニーズと困難において
異なるグループであった。/③ 周囲との差異を感じ，その感覚を理解しようと説明を求め(レズビ
アンの可能性を考えた人もいた)，アセクシュアルをインターネット上で知り，自分に合ったアイ
デンティティを発見するという経過を辿っていた。インターネットはアセクシュアル・アイデン
ティティの発見・受容において重要な役割を担っていた。/④ 自慰行為の経験と性的興奮の能力を
示したが，主観的・精神的な性的興奮を経験することは困難である可能性がある。セックスに嫌悪
感を示す人もいたが，多くは興味がないことを示した。カミングアウトに対する他者からの否定
的・拒絶的反応の経験が示された。

Robbins et
al.(2016)
アメリカ

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認(N=169)，
アセクシュアル・アイデンティ
ティの発達等

① カミングアウトの語りによる7つのテーマ：⑴カミングアウトの動機，⑵他者に伏せる動機，⑶
カミングアウトへの無関心の説明，⑷否定的な受け止め方，⑸肯定的な反応，⑹インターネットの
役割，⑺振り返り/③ アセクシュアル・アイデンティティ発達モデル：⑴混乱，⑵用語の発見 ，
⑶探索と教育 ，⑷受容とサリエンス(Salience)交渉 ，⑸カミングアウト，⑹統合

Dawson et al.
(2016)
イギリス

Ⅰ＋
Ⅱ

質的研究

アセクシュアル自認，伝記的イ
ンタビュー(N=50)・経験/思考
等に関する2週間のダイアリー
(N=27)

① 27人の参加者が17種類の性的指向を示した(多様性)。/④ 親密さの実践における3つの主要な
テーマ：友人関係，親密さの実践としてのセックス，親密さの実践からの排除

Scott et al.
(2016)
イギリス

Ⅰ＋
Ⅱ

質的研究

アセクシュアル自認，伝記的イ
ンタビュー(N=50)・経験/思考
等に関する2週間のダイアリー
(N=27)

① 強いアセクシュアル・アイデンティティを表明する人もいれば，人生にとって重要でない側面
とみなしている参加者もいた。/③ アセクシュアル自認の最初の段階は，自問自答，発見，「アセ
クシュアル」という言葉の意味を理解する期間であった。/②③ AVENなどのオンラインコミュニ
ティを通してアセクシュアルを発見したとき，安堵感，快適さ，安心感を得る傾向がある。

Greaves et
al.(2017)
ニュージーランド

Ⅰ 横断研究
ニュージーランドの成人
(N=15822)，人口統計学的情
報・心理的苦痛等

④ 女性の割合が高く，シスジェンダー，真剣な恋愛相手がいる，親である割合が低かった。アセ
クシュアル・アイデンティティによる精神的・身体的な健康への悪影響は認められなかった。

Gupta
(2017)
アメリカ

Ⅰ 質的研究

米国在住のアセクシュアル自認
成人(N=30)，アセクシュアル
の経験・性的欲望低下障害
(HSDD)との関連性

④ 5つの知見：(1)HSDDとアセクシュアルに明確な境界線なし，(2)苦痛だけではHSDDとアセク
シュアルを分けることはできない，(3) アセクシュアルはパートナーとの性行為交渉に困難を抱え
ることがある，(4)アセクシュアルは充実した性の形として経験できる，(5)懸念はあるものの，ア
セクシュアルの多くは性欲低下を診断カテゴリーとすることや，性欲障害の治療法開発を支持して
いた。

Parent and
Ferriter(2018)
アメリカ

明記
なし

横断研究

Healthy Minds Studyの米国
大学生(N=33385;n=228アセク
シュアル自認)，PTSD・性的ト
ラウマ

④ 非アセクシュアルと比較して，PTSDの診断を報告する可能性が4.4倍高く，性的トラウマを報告
する可能性が2.5倍高かった。

Zheng and
Su(2018)
中国

Ⅰ 横断研究

中国のアセクシュアル自認
(N=284)・異性愛者(N=217)，
性行為・性的欲求

① 中国のアセクシュアルは欧米諸国と同様のパターンを示した。/④ 異性愛者と比較して，自慰
行為の頻度，性経験，性的惹かれ，DSD(他者との性行為に対する関心・欲求)が低く，SSD(自分1人
での性行為に対する関心・欲求)はわずかに低かった。

Bulmer and
Izuma(2018)
イギリス

Ⅰ 横断研究

アセクシュアル群(N=18)・対
照群(N=27)，セックスと恋愛
に関する明示的・潜在的態度

④ 対照群と比較して，性に対してより否定的な明示的・暗黙的態度を示し，恋愛に対してより否
定的な明示的態度を示した。ロマンティック・アセクシュアルと比較して，アロマンティック・ア
セクシュアルは恋愛に対してより否定的な明示的態度を示したが，暗黙的態度は差がなかった。
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Dawson et al.
(2018)
スコットランド

Ⅰ 質的研究

アセクシュアル自認，アイデン
ティティの形成過程インタ
ビュー(N=50)・アセクシュア
ルの経験を記す2週間のダイア
リー(N=27)

① 参加者は22個の異なるアイデンティティを示した(多様性)。カミングアウトの重要性について
は参加者間で捉え方に差があった。/② 大多数がアセクシュアルは自分を説明するために役立つと
述べたが，「クィア」ラベルの方が有用だと感じている人もいた。/①③ AVENはアセクシュアルを
発見するための場所として重要だが，中流階級の白人ユーザーが支配的であるという指摘もあっ
た。/④ アセクシュアルを歓迎しないLGBTグループが多いという指摘があった。

Mollet and
Lackman
(2018)
アメリカ

Ⅰ 質的研究

アセクシュアル自認大学生
(N=248)，LGBTQコミュニティ
の一員としての認識

①④ LGBTQの一員という意識をもつ人もいれば，もたない人もいた。認識における3テーマ：アイ
デンティティの用語，コミュニティに対する認識，複雑なアイデンティティの扱い方

Mitchell and
Hunnicutt
(2019)
アメリカ

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認(N=10)，
ライフストーリー

③ アイデンティティ発見のプロセスにおいて，性的経験，様々なセクシュアリティ探索，デジタ
ル媒体でのリサーチを経る傾向がある。

Rothblum et al.
(2018)
アメリカ

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認(N=27)，
生活の非性的な側面(教育，職
業，宗教等)

④ アセクシュアルについて，勉強時間が増える，気が散らないなどの利点と，孤独感，取り残さ
れた感覚，不安感などの欠点が挙げられた。4分の3が無神論者であると認識していた。

Foster et al.
(2019)
アメリカ

Ⅱ 質的研究

有色人種のアセクシュアル自認
女性(N=11)，アイデンティ
ティ形成における人種・ジェン
ダー・アセクシュアルの相互作
用

③ アセクシュアル・アイデンティティの理解と受容に影響を与える6領域：(1)帰属の程度，(2)ア
イデンティティの発達段階，(3)可視性，(4)スティグマ，(5)アイデンティティの交差，(6)対人
関係の繋がり/発達段階：(a)漸進的なアイデンティフィケーションのプロセス，(b)差異の意味づ
け，(c)行動と尊厳の交渉を伴うアセクシュアルの個人的定義，(d)ロマンティックな魅力に対する
経験・開放性，(e)アセクシュアル・アイデンティティの受容

Flanagan and
Peters(2020)
アメリカ

明記
なし

横断研究

アセクシュアル自認成人
(N=136)，メンタルヘルス・医
療従事者との経験

④ アセクシュアル関連要因は医療機関にて障害と診断される傾向がある。アセクシュアルの人は
否定的対応を避けるため，医療機関にてアセクシュアル・アイデンティティを開示しない傾向があ
る。

Rothblum et
al.(2020)
アメリカ

明記
なし

横断研究

アセクシュアル自認(N=19)と
非アセクシュアル(N=1504)，
性的マイノリティのコホート比
較縦断研究からデータ使用

④ 非アセクシュアルと比較して，過去5年間の性行為経験と性的惹かれが低く，スティグマや日常
的な差別をより感じていた。医療従事者にカミングアウトしたアセクシュアル参加者は少なかっ
た。

Mollet
(2020)
アメリカ

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認大学生，ア
イデンティティ発達

③ アセクシュアル・アイデンティティ発達の理論モデル(Asexual Student Expatiation)におけ
る3サイクル：気づきを得る，アセクシュアリティを自認する，アセクシュアリティを調和させる

Ronis et
al.(2021)
カナダ

Ⅰ 横断研究
北米のASDの成人(N=332)，性
的アイデンティティ・性的魅
力・恋愛感情等

② 20％がAISのカットオフを上回り，そのうち自認していたのは5.1％。性的惹かれの欠如だけで
なく，対人関係を築くための欲求・技能の欠如をアセクシュアルに結びつけている人もいた。

Greaves et
al.(2021)
ニュージーランド

Ⅰ 横断研究

ニュージーランドの成人
(N=75-283)，接近・回避社会
動機等

④ LGBと比較して，社会的関係で親密さを高めようとする程度，関係の成長・発展に向かう程度，
楽しさや意味のある経験を共有しようとする程度への同意度が低かった。

Worthen and
Laljer(2021)
アメリカ

Ⅲ 横断研究

米国成人(N=3104; n=45アセク
シュアル自認)，LGBTQに対す
るスティグマ

④ 他の性的マイノリティに関して，セクシュアル・アイデンティティで特定される集団に対して
は否定的態度を示す一方で、ジェンダーやクィア・アイデンティティで特定される集団に対しては
否定的態度を示さないことがわかった。

Yang
(2021)
アメリカ

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認(N=21)，
高校時代の体験

③④ セックストークを男らしさ・女らしさの問題と結びつけず，アセクシュアル・アイデンティ
ティ発見の契機，友人からのサポートの契機，未熟・不適切な行為，単なる無意味な事柄として捉
えていた。

Su and
Zheng(2022)
中国

Ⅰ
コホート

研究

アセクシュアル自認(第1・第2
波 N=168，3波参加 N=137)，
アイデンティティと惹かれ等・
12ヶ月間隔3波

① アセクシュアルとグレーアセクシュアルの約83％が2波間で性的指向のアイデンティティを維持
(アセクシュアルの安定性)。性的惹かれの変化のみがアセクシュアル・アイデンティティを有意に
予測していた。/④ DSD(他者との性行為に対する関心・欲求)の欠如は経年的に安定しており，
SSD(自分1人での性行為に対する関心・欲求)は増加する傾向があった。

Carvalho and
Rodrigues(2022)
ポルトガル

Ⅰ 横断研究

アセクシュアル・オンラインコ
ミュニティのメンバー(N =
447)，AISの構成概念への同一
視・性行動・愛着スタイル等

① アロマンティック・アセクシュアルは性自認に疑問を持つ傾向，ロマンティック・アセクシュ
アルはシスジェンダーである傾向が強かった。前者はAIS項目に同一化し，回避的な愛着スタイ
ル，交際へのコミットの懸念を示す傾向があった。後者は性嫌悪が少なく，性体験が豊富であり，
恋愛関係を持った頻度が高く，恋愛関係を持ちたいという願望が強く，性的パフォーマンスを気に
する傾向があった。

Mandigo and
Kavar(2022)
アメリカ

複数
の定
義を
紹介

質的研究

アセクシュアル自認成人男性
(N=8)，アセクシュアルとして
の経験

① アセクシュアルを本質的なものとして捉える傾向があった。/③ 5つの主要テーマ：(1)感情的
反応，(2)他者性の感覚，(3)発見の過程，(4)帰属意識，(5)分裂した魅力モデルへの適応/④ 参
加者の語りでは，身体の緊張緩和のために自慰行為をすること，身体的な性的興奮はあっても精神
的な性的興奮を経験しないことが述べられていた。

Winer et
al.(2022)
アメリカ

複数
の定
義を
紹介

横断研究
＋

質的研究

アセクシュアル自認，アセク
シュアル・コミュニティ調査
(N=7568)のデータ・コミュニ
ティの投稿

③ 47％が人生のある時点でバイセクシュアル／パンセクシュアルであると認識しており，アセク
シュアル・アイデンティティの道筋として位置づけられている可能性がある。

Kelleher and
Murphy(2022a)
アイルランド

Ⅰ 横断研究
アセクシュアル・スペクトラム
自認(N=99)，経験・態度・信
念

②③ 4つの主要なテーマ：アセクシュアルになること，アセクシュアルであること，親密な社会表
現，内面化

Kelleher and
Murphy(2022b)
アイルランド

Ⅰ 質的研究
アセクシュアル自認女性
(N=5)，認知・行動・経験等

③ アセクシュアル・アイデンティティの発見は混乱，否定，他者との違いの感覚を通して始まっ
た。アイデンティティを発展する上でコミュニティは重要な役割を担っていた。/④ 全員がアセク
シュアルであることに誇りを感じていた。/③④ 5つのテーマ：アセクシュアル自己，アセクシュ
アルの発見，情報開示，人間関係のナビゲーション，アセクシュアルを受け入れるための障壁

著者情報

アセ
ク
シュ
アル
の定
義

研究
デザイン

対象，調査内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　主要な発見
　　　　　　　　　　　①アセクシュアル・アイデンティティの特徴
　　　　　　　　　　　②アセクシュアル・アイデンティティの機能
　　　　　　　　　　　③アセクシュアル・アイデンティティの発達
　　　　　　　　　　　④アセクシュアルを自認している人の特徴

吉岡 真梨子(2019)
日本

Ⅱ 質的研究

アセクシュアル自認女子大学生
(N=1,ロマンティック・アセク
シュアルに相当)
，ライフストーリー

① 日本ではアセクシュアルの認知度の低さ，性的話題が忌避される傾向より，当事者が積極的に
行動しなければ用語や他の当事者に辿り着くことが困難。/③ 自覚のプロセス：交際等の経験を通
じて周囲とのギャップを認識し(第一段階)，アセクシュアルの用語を知る・当事者の存在を知る
(第二段階)。第一段階の前に第二段階を経ることも考えられるが，その場合は自分を当てはめない
ため自覚に至らない可能性がある。アセクシュアルの自覚と受容は同時になされる可能性がある。
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